
  

はしがき 

 

 コロナ以来日本から中国へ行くのにビザが必要でしたが、今年の１１月３０日からノービザ

に戻りました。私は中国の日本語学習者からデータを取って研究するスタイルをとっており、

これまでに取り溜めておいた研究データが枯渇してきていましたが、これでまたデータを取

りに行きやすくなります。 

 今年は博士前期課程で修了し、中国の大学と日本の企業に就職していた元指導生二人

から、もう一度博士後期課程に入って研究をしたいという相談がありました。現時点ではま

だどうなるか決まっていませんが、こういう人は頑張る傾向があるので、大学院に戻ってくる

ことを期待しています。 

 

2024年 12月 8日 

（杉村泰 記） 
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